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凜々しく、そして華やかに！
り 　 り

　　～平成29年伊方町成人式～
新たな決意と感謝を胸に新成人82名が参加

賑わった茶話会賑わった茶話会

新成人それぞれが自己紹介と抱負を発表新成人それぞれが自己紹介と抱負を発表
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新
年
の
１
月
３
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
平
成
29
年
伊
方
町
成
人
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
該
当
者
は
、
平
成
８
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
方
１
０
３
名
で
す
。
当
日
は
、
そ
の

う
ち
、
82
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
高
門
町
長
か
ら
「
い
つ
ま
で

も
ふ
る
さ
と
「
伊
方
町
」
に
対
す
る
、
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
続
け
て
い
た
だ
き
、
更
に
皆

さ
ん
の
中
か
ら
「
こ
の
伊
方
町
で
暮
ら
し
て

い
き
た
い
」、「
伊
方
町
の
未
来
の
た
め
に
活

躍
し
た
い
」
と
考
え
る
若
者
が
一
人
で
も
多

く
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
て
お

り
ま
す
。」
と
激
励
と
期
待
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
成
人
者
一
人
ひ
と
り
が
、
二
十

歳
の
抱
負
を
発
表
し
、　

新
成
人
謝
辞
で
は
、

村
井
一
茂
さ
ん
（
三
崎
）
が
「
苦
難
の
時
代

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
い
る
私
た
ち
が

心
を
同
じ
く
し
、
こ
の
伊
方
町
を
自
分
自
身

に
も
他
人
に
も
誇
れ
る
故
郷
に
で
き
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。」
と
決
意
や
抱
負
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
20
歳
の
抱
負
で
は
、
井
上
美
紀
さ

ん
（
大
江
）
が
「
自
覚
や
責
任
を
持
っ
た
行

動
は
二
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
簡
単

に
実
行
で
き
る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
年
を
境
に
実
行
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
〝
大
人
〞
と
い
う
文
字
の
通
り
、

大
き
な
自
分
を
探
す
終
わ
り
な
き
旅
へ
歩
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

式
典
後
の
茶
話
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ

た
友
人
た
ち
と
会
話
が
弾
み
、
楽
し
い
時
間

が
過
ご
せ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
、
益
々
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
決
意
を
胸
に
」
大
人
へ
の
門
出

「
決
意
を
胸
に
」
大
人
へ
の
門
出

〜
伊
方
町
成
人
式
〜

　

１
月
３
日
（
火
）、
新
春
恒
例
の
「
第
38

回
三
崎
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

が
あ
り
、
参
加
し
た
約
80
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
走
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
は
１
．
５
㎞
、
３
．

０
㎞
、
５
．
０
㎞
の
３
部
門
か
ら
各
自
の

体
力
に
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
に
挑
戦
。
そ
れ

ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
ス
タ
ー
ト
の
号
砲
で

一
斉
に
駆
け
出
し
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス

で
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
中
学
生
以
下
の
参
加
者
に
は
、

お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
、
ゴ
ー
ル
し
た

ラ
ン
ナ
ー
が
く
じ
引
き
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
賞
品
を
手
に
し
て
、
当
た
り
は
ず
れ

に
一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
５
．
０
㎞
の
部

門
で
は
、
日
頃
の
運
動
仲
間
と
共
に
軽
や

か
に
歩
き
、
青
空
の
下
、
三
崎
路
を
楽
し

み
ま
し
た
。

新
春
の
走
り
初
め

新
春
の
走
り
初
め

新
春
の
走
り
初
め

〜
第
38
回
三
崎
健
康
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
〜

お礼の言葉を述べた　村井一茂さん

20歳の抱負を述べた　井上美紀さん
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瀬戸駅伝13.3kmのスタート

第1中継所の様子

新
春
の
瀬
戸
路
を
駆
け
抜
け
る

新
春
の
瀬
戸
路
を
駆
け
抜
け
る

―
 

瀬
戸
駅
伝
大
会
開
催 ―

　

１
月
８
日
（
日
）、
第
50
回
瀬
戸
駅
伝

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
天
で
は
あ
り
ま
し
た
が

参
加
し
た
21
チ
ー
ム
全
員
が
四
ツ
浜
地
区

体
育
館
か
ら
三
机
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま

で
の
コ
ー
ス
を
無
事
完
走
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
（
土
）、
佐
田
岬
は
な
は
な
調

理
室
に
て
、
町
見
郷
土
館
主
催
の
「
佐
田
岬

半
島
の
た
か
ら
も
の
講
座
⑦
野
坂
縄
文
グ
ル

メ―

伊
方
町
正
野
・
野
坂
貝
塚
か
ら―

」
が

開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
を
含
む
26
名
が

参
加
し
ま
し
た
！
講
師
は
愛
媛
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
の
多
田
仁
先
生
。
正
野
の
野
坂

貝
塚
は
現
在
愛
媛
県
内
に
４
つ
し
か
見
つ

か
っ
て
い
な
い
貝
塚
の
ひ
と
つ
。
そ
こ
か
ら

出
土
し
た
土
器
や
骨
を
参
考
に
、
石
器
に
よ

る
魚
の
解
体
や
、
石
皿
と
た
た
き
石
に
よ
る

小
豆
の
製
粉
作
業
を
み
ん
な
で
挑
戦
！
現
代

の
調
理
と
異
な
る
食
文
化
体
験
に
会
場
は

た
い
へ
ん
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
こ
の
経

験
を
佐
田
岬
の
古
代
史
へ
の
興
味
や
埋
蔵

文
化
財
を
地
域
で
守
る
意
識
を
高
め
る

き
っ
か
け
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
９
月
13
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た

故
毛
利
久
夫
氏
（
大
江
）
に
、
生
前
、
学
校

教
育
の
振
興
及
び
青
少
年
健
全
育
成
に
尽
く

さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
正
六
位
瑞
宝
双
光
章

が
授
与
さ
れ
、
ご
遺
族
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
昭
和
30
年
に
三
崎
町
立
与
侈
小
学

校
教
諭
と
し
て
教
職
に
就
か
れ
て
以
来
、
36

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
教
育
の
充
実
進
展
に

多
大
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
校
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
６
年
間
は
、

教
育
の
活
性
化
と
地
域
住
民
の
教
育
力
の
育

成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
教
育
の
推
進
に
努
め
ら
れ
、
全
人

的
教
育
を
基
本
に
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
の
推

進
が
原
点
で
あ
る
と
の
信
念
で
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
し
、
多
く
の
成
果
を
残
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
４
年
10
月
か
ら
４
年
間
、

瀬
戸
町
教
育
委
員
会
教
育
長
も
務
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

縄
文
人
の
食
生
活
を
体
験
！　
〜
正
野
の
野
坂
貝
塚
の
出
土
資
料
か
ら
〜

縄
文
人
の
食
生
活
を
体
験
！　
〜
正
野
の
野
坂
貝
塚
の
出
土
資
料
か
ら
〜

縄
文
人
の
食
生
活
を
体
験
！　
〜
正
野
の
野
坂
貝
塚
の
出
土
資
料
か
ら
〜

故
毛
利
久
夫
氏
（
元
三
机
小
学
校
長
）
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
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書き初め教室
中央公民 館

　

１
月
７
日
（
土
）
に
中
央
公
民

館
で
「
書
き
初
め
教
室
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
一
年
の
事

始
め
と
し
て
字
が
う
ま
く
な
る
よ

う
に
祈
願
し
、
大
事
な
こ
と
は
年

の
初
め
か
ら
取
り
組
む
と
い
う
気

持
ち
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

講
師
に
宇
都
宮
史
先
生
を
お
招

き
し
て
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
し
た
15
名
の
子
ど
も

達
は
、
学
年
に
応
じ
て
題
材
を
決

め
て
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
筆
を

構
え
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
真

剣
で
、
先
生
に
丁
寧
な
指
導
を
し

て
も
ら
い
な
が
ら
書
き
ま
し
た
。

み
ん
な
、
文
字
に
気
持
ち
を
込
め

て
上
手
に
書
け
て
い
ま
し
た
。

　

書
き
初
め
の
後
は
、
１
月
７
日

と
い
う
こ
と
で
、
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
の
方
か
ら
、
七
草
を
食

べ
る
こ
と
に
な
っ
た
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
、
無
病
息
災
を
願
い
な

が
ら
「
七
草
が
ゆ
」
を
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
品
展
示
の
お
知
ら
せ

　

書
き
初
め
教
室
の
作
品
と
お
絵
か

き
広
場
「
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
」
の
作

品
を
１
階
ロ
ビ
ー
に
て
展
示
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
近
く
に
お
越
し
の
際

に
は
、是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ふるさと再発見教室を開催！
町見公民 館

　

昨
年
12
月
26
日
（
月
）、
町
見
公

民
館
に
お
い
て
、
畑
山
千
沙
子
さ

ん
ご
指
導
の
も
と
、
九
町
小
学
校

児
童
８
名
が
昔
の
遊
び
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
お
手
玉
、
け
ん
玉
、

ゴ
ム
飛
び
等
、
最
近
で
は
あ
ま
り

遊
ば
れ
な
く
な
っ
た
も
の
を
使
用

し
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
慣
れ
て
い
な
い
た
め
苦

戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達

は
上
達
が
早
く
、
チ
ー
ム
を
作
っ

て
競
い
合
う
な
ど
、
大
変
盛
り
上

が
り
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
１
月
５
日
（
木
）
に
は
、

伊
方
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

員
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
調
理
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

郷
土
料
理
で
あ
る
さ
つ
ま
ご
飯

や
い
も
た
き
等
を
皆
で
協
力
し
調

理
を
行
い
ま
し
た
。
さ
つ
ま
ご
飯

を
知
ら
な
い
子
ど
も
達
も
い
ま
し

た
が
、
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
手
際
よ
く
調
理
を
行
い
ま

し
た
。
自
分
た
ち
が
作
っ
た
料
理

の
味
は
格
別
で
、
皆
さ
ん
美
味
し

く
い
た
だ
き
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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各公民館で新春書初め大会
～瀬戸公民館～

　

１
月
６
日
（
金
）、
三
崎
支
所

に
て
「
新
春
書
初
め
大
会
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

五
島
義
長
先
生
を
講
師
に
お
招

き
し
、
８
名
の
参
加
者
一
人
ひ
と

り
に
丁
寧
に
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
先
生
が
事
前
に

用
意
し
て
下
さ
っ
た
お
手
本
の
中

か
ら
、
自
分
の
書
き
た
い
文
字
を

選
び
、
何
度
も
繰
り
返
し
練
習
し

ま
し
た
。
集
中
し
て
取
り
組
む
姿

を
先
生
に
褒
め
て
頂
き
な
が
ら
、

こ
の
日
の
課
題
「
清
書
２
枚
」
を
、

全
員
書
き
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

四ツ浜地区体育館会場の様子

三机小学校会場の様子

～三崎公民館～

　

新
春
の
恒
例
行
事
、「
新
春
書

初
め
大
会
」
を
１
月
６
日
（
金
）、

三
机
小
学
校
・
四
ツ
浜
地
区
体
育

館
の
２
会
場
で
開
催
し
、
三
机
・

大
久
小
学
校
の
児
童
43
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
各
小
学
校
の
先
生
に

ご
指
導
頂
き
な
が
ら
、
児
童
た
ち

は
何
度
も
練
習
し
、
新
春
を
飾
る

自
慢
の
力
作
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

書
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
町
民

セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
掲
示
し
て
お

り
ま
す
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
。
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DVD上映会
「 リトルモンスター 」
　2月18日（土）　ＤＶＤ上映会を行います。
　お調子者、わんぱく、くいしんぼう、遅刻魔、知っ
たかぶり・・・。
　大人たちを悩ます暴れん坊、だけど憎めない！

　　　　　　　○場　　所　児遊館内
　　　　　　　○上映時間　１回目　10：00～
　　　　　　　　　　　　　２回目　14：00～

～活気ある地域づくり、協働のまちづくりをめざして～
【と　き】2月26日（日）午前9時00分～（受付）
【ところ】伊方町民会館　４階　大ホール
 　 講　演 
　　テーマ　私の歩んだ道
　　　　　～見えないから見えたもの～
　　講　師　竹内　昌彦　先生
　　　　　　　 （社会福祉法人　岡山ライトハウス理事長）

※どなたでも参加できます。入場無料。当日参加受付ですので、お気軽にご参加ください。
<問い合わせ> 教育委員会事務局　生涯学習室　電話３８－２６６１

工作教室
「 プラバンを作ろう!  」
　2月25日（土）　午後２時から、工作教室を行
います! 
　友だちや親子でオリジナルの
プラバンを作ってみませんか。

　参加費は無料です。

　※写真は、イメージです。

【お問い合わせ】
　伊方町生涯学習センター内
　　児遊館　３８－２６６８（内線８５６）

伊方町生涯学習推進大会  開催のご案内伊方町生涯学習推進大会  開催のご案内

◆プロフィール◆
 昭和20年2月 父親の赴任先中国天津で生まれる
 昭和28年2月 網膜剥離により失明
 昭和29年4月 岡山県立岡山盲学校小学部3年編入。
  以後、同校中学部・高等部へ進学
 昭和41年3月 岡山県立岡山盲学校高等部専攻科卒業
 昭和43年3月 東京教育大学盲学校教員養成課程卒業
 同年4月 岡山県立岡山盲学校教諭
 平成11年4月 同校高等部教頭
 平成17年3月 退職 開会　9：30～

①主催者あいさつ
②来賓祝辞
③体育功労者・文化功労者表彰
④講演（10：00～）
⑤閉会あいさつ

児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ

国際交流コーナー（9：00～　4階ロビー）
　異文化に触れてみませんか？
　国際交流員のマギー・ソープさんによる国際交流
　コーナーを開設します。



6ふれあい  いかた・2017. 2

DVD上映会
「 リトルモンスター 」
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<問い合わせ> 教育委員会事務局　生涯学習室　電話３８－２６６１
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【生徒募集】愛媛県立松山東高等学校通信制課程募 県 松 東 等学校 信制課程
～ 通信制って知っていますか？　高校卒業の資格を取ろう!! ～

【生徒募集】愛媛県立松山東高等学校通信制課程

　本校は、県内で唯一の公立による通信制課程の高等学校です。
　平成２９年度の前期入学（４月入学）の募集が始まります。　
　それぞれの科目について、レポート学習(自宅での自学自習)、スクーリング(学校での授業)、及び試験に合格すること
で単位が修得できます。３年以上の修業、74単位以上の単位修得などの必要条件を満たせば、全日制課程や定時制課程の
高校と同じ高等学校卒業の資格が得られます。卒業後は大学や専門学校などへの進学の道もあります。現在、10歳代から
80歳代までの幅広い年齢層の生徒500名余りが勉学に励んでいます。
　本校の特色は、誰でも、年齢を問わず、働きながらでも、家事をしながらでも、自分のペースで学習することができる点
にあります。
　入学を希望される方、興味のある方は、本校までお電話いただければ詳しく説明をいたします。なお、松山東高校へ来校
の際は、駐車場がありませんので、最寄りの公共交通機関を御利用ください。
〈入学資格〉
　１　中学校を卒業された方
　２　平成29年３月中学校を卒業見込みの方又は中等教育学校前期課程修了見込みの方
　３　中学校卒業程度の学力を有すると認められたる方
　４　高等学校又は中等教育学校後期課程に在籍、或いは中途退学した方
〈出願期間〉

　
※「編入学」とは、過去に高校又は中等教育学校に在学した方の入学形態です。
　「転入学」とは、現在高校又は中等教育学校に在籍している方の入学形態です。転入学を希望される方は、まず在籍校の
担任に相談してください。
〈留意事項〉
　通信制課程の学習システムは、全日制課程や定時制課程と異なるため、入学を希望される御本人に、下記の日程で直接説
明をさせていただき、願書を手渡しております。（本人以外には、募集要項（入学願書）をお渡しできません。説明には保
護者の同席も可能です。）　
　新入生（過年度卒業を含む）のための説明会　２月１４日（火）　３月２４日（金）
　転編入生のための説明会　　　　　　　　　　２月　３日（金）　２月２２日（水）　
〈問い合わせ先〉 〒７９０－８５２１　松山市持田町２丁目２－１２　愛媛県立松山東高等学校通信制課程
 TEL（０８９）９４５－０１３１　http://matsuyamahigashi-h.esnet.ed.jp/
　なお、高校卒業の資格の取得には関係なく、自分の関心のある科目を学習できる「聴講生」の制度もあります。聴講
生の受付は、平成29年3月21日（火）～ 4月4日（火）の予定です。

詳しいお問い合わせは、伊方スポーツセンター　
　電話38-1100または38-0776へ

曜　　日　毎週水曜日（中級16：30～17：20のみ）
　　　　　毎週木曜日（初級・中級・上級）
受　講　料　3200円（4回/1期）
時　　間　初・中級16：30～17：20
　　　　　中・上級17：30～18：20
定　　員　各コース１０名
対　　象　5才～小学6年生
申込方法　事前にお電話か来館
　　　　　して申込み下さい。

初心者を対象にクロールの基本練習を行います。
日　　時　2月８日（水）　１9：0０～ 19：5０
場　　所　伊方スポーツセンター温水プール
定　　員　先着１0名（事前に申し込みをお願いいたします）
料　　金　1回　５００円

日　　時　（11期）2月8・15・22日、3月1日
　　　　　（12期）3月8・15・22・29日
　　　　　毎週水曜日 １９：００～２０：２０
内　　容　有酸素運動と筋力トレーニングを交互に行
　　　　　うことで、脂肪燃焼し、代謝を高めます。
　　　　　また、バランス、体幹トレーニングなども
　　　　　行います。
料　　金　２０００円／１期（４回コース）

ＪｒスイミングスクールＪｒスイミングスクール

大人の水泳教室

風邪に負けない
元気なカラダを
つくろう!!

～ 通信制って知っていますか？　高校卒業の資格を取ろう!! ～

サーキットトレーニングサーキットトレーニングサーキットトレーニング

新入学

編入学

転入学

１　次
２　次
１　次
２　次

平成２９年２月　１日（水）～　３月　３日（金）必着
平成２９年３月２１日（火）～　４月　４日（火）必着
平成２９年２月　１日（水）～　３月　１日（水）必着
平成２９年３月１０日（金）～　３月１６日（木）必着

平成２９年２月１日（水）～３月１７日（金）必着
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新着図書

新着ＤＶＤ新着ＤＶＤ

～ 2月のおはなし会 ～

《一般書》 《児童書》

新しく購入した本は下記の図書館ホームページからもご覧いただけます。 URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

『山猫珈琲　上巻』
湊　かなえ／著

《内容紹介》
好きなものは「山」と「猫」と「珈琲」。
これらのお陰で怒濤の10年を乗り越
えることができました―。デビュー１０
周年初エッセイ集に、同郷のポルノグ
ラフィティの楽曲『Aokage』をイメー
ジした掌編小説を特別収録。

『だるまちゃんとにおうちゃん』
加古　里子／さく・え 

《内容紹介》
だるまちゃんとにおうちゃんはお
寺の境内で力比べをすることにな
りました。お相撲、指相撲、尻
相撲など、さまざまな遊びを楽
しみます。だるまちゃんとにおう
ちゃん、どちらが勝つでしょうか。

『夜明けまで眠らない』
『鼠、噓つきは役人の始まり』
『カズサビーチ』
『吾輩のそれから』
『クラウドガール』
『私をくいとめて』
『ドラゴンの塔』（上・下巻）
『春に散る』（上・下巻）
『サバイバルファミリー』
『稀代の本屋 蔦屋重三郎』
『扉のかたちをした闇』
『ねこまみれ帳』
『ヒマ道楽』
『本当に正しい鳥獣害対策Q&A』
『井伊直虎と戦国の女傑たち』

大沢　在昌／著
赤川　次郎／著
山本　一力／著
芳川　泰久／著

金原　ひとみ／著
綿矢　りさ／著

ナオミ・ノヴィク／著
沢木 耕太郎／著
矢口　史靖／著
増田　晶文／著

江國 香織／著、森 雪之丞／著
ミロコマチコ／著
坪内　稔典／著
江口　祐輔／著
渡邊　大門／著

ほか

『しあわせならてをたたこう』

『さがそ!おとぎのいえ』
『すなばばば』
『きれいずき』
『あかちゃんの木』
『うみのとしょかん』
『かいけつゾロリの王子さまになるほうほう』

『なきむしにかんぱい!』
『新幹線でタイムトラベル』
『くろグミ団は名探偵』
『三島由宇、当選確実!』
『つくってみよう!発酵食品』
『アイドル王子は知っている』

デビッド A.カーター／さく
かろくこうぼう／作

鈴木　のりたけ／作・絵
エミリー・グラヴェット／さく
ソフィー・ブラッコール／さく

葦原　かも／作

原　ゆたか／さく
宮川　ひろ／作
結解　喜幸／監修

ユリアン・プレス／作
まはら　三桃／著
中居　惠子／著

藤本　ひとみ／原作
ほか

日　時 ： 18日（土）・25日（土）　
　　　　　午後1時30分～
場　所 ： 図書館　おはなしコーナー
対　象 ： どなたでも参加できます♪
※今月は、第３・第４土曜日に日程を変更しています。

『ズートピア』
『母と暮せば』
『ポルターガイスト』
『爆笑ものまね楽語会』
『ビリギャル』
『かいけつゾロリ　うちゅうの勇者たち』　ほか

2月 図書館カレンダー
日 月

…おはなし会 …休館日

火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

利用案内
 ■開館日時／火曜日～日曜日　午前 9 時 30 分～午後 6 時
 ■休　館　日／毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日も）
 　　　　　　祝日・月末図書整理日・年末年始・蔵書点検日
 ■瀬戸・三崎地域の方へ
 　瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌の返却ができます。
  伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター2階）
  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦 1992 番地
  TEL（0894）38-0607
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わ
れ
、
そ
こ
に
朝
作
っ
た

大
草
履
を
供
え
て
ご
祈
祷

し
、そ
の
後
、草
履
・
注
連
縄
・

塔
婆
が
川
之
浜
地
区
東
の
岩

場
に
付
け
ら
れ
ま
し
た
（
写

真
３
）。
小
さ
い
塔
婆
と
注

連
縄
は
地
区
の
西
側
に
も
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
瀬
戸
地
域
の
他

地
区
で
も
大
草
履
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
似
た
行
事
は
町
内

全
体
で
も
二
〇
ヶ
所
以
上
で

続
い
て
い
ま
す
。

　

ム
ラ
に
悪
い
も
の
が
入
ら

な
い
よ
う
に
と
付
け
ら
れ
る

大
草
履
。
地
域
の
安
寧
の
願

い
や
藁
細
工
の
技
術
も
含
め

て
、
さ
さ
や
か
で
も
ず
っ
と

続
い
て
ほ
し
い
民
俗
行
事
の

ひ
と
つ
で
す
。

◆ 今月のきょうどかん ◆

佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会

１
月
26
日
は

　

第
63
回
文
化
財
防
火
デ
ー

１
月
26
日
は

　

第
63
回
文
化
財
防
火
デ
ー

１
月
26
日
は

　

第
63
回
文
化
財
防
火
デ
ー

１
月
26
日
は

　

第
63
回
文
化
財
防
火
デ
ー

＝休館日

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ
39
ー

０
２
４
１

 

（
不
在
の
場
合
）38
ー

２
６
６
１ 

生
涯
学
習
室

■
開
館
時
間　

９
:
30
〜
16
:
30

■
休　
　

館　

月
曜
日
ほ
か

141

　

文
化
財
の
防
火
意
識
向
上
を
目

指
し
て
、
全
国
で
消
防
設
備
点
検

や
訓
練
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
文
化
財
は
地
域
の
光
！
伊
方

町
の
文
化
財
も
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
！

（
写
真
は
昨
年
の
よ
う
す
。
三
机

に
て
）

＝夜スライド上映

（第116回）

川
之
浜
の
念
仏
初
め

2月22日（水）19時～
今月のテーマ

  「大丈夫？万物の霊長」
※入場無料・お気軽にお越しください。

写真１

写真2

写真3

2017年 2月
日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

わ
ら

か
ね

わ
ら

あ
ん
ね
い
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私
の
父
は
、
去
年
脳
出
血
で
倒
れ

ま
し
た
。
一
命
は
と
り
と
め
ま
し
た

が
、
左
足
・
手
が
麻
痺
し
て
現
在
車

椅
子
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
父
は
、

ね
ば
り
強
い
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
っ
て
、

自
分
の
着
替
え
は
人
の
手
を
借
り
ず

に
で
き
て
い
ま
す
。
上
着
を
着
る
時

は
、
前
後
を
確
認
し
な
が
ら
麻
痺
し

た
左
手
か
ら
袖
を
通
し
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
考
え
ず
に
着
る
と
、
す
ぐ
に

前
後
を
反
対
に
着
て
し
ま
う
そ
う
で

す
。
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
の
チ
ャ
ッ
ク
で

も
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
上
手
に

上
げ
下
げ
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
日
、
母
が
父
の
乗
っ
た
車
椅

子
を
押
し
て
い
た
時
、
と
て
も
大
変

そ
う
に
見
え
ま
し
た
。
車
椅
子
の
重

さ
自
体
が
約
十
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ

る
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
来
ず
っ
と
、

私
が
父
の
車
椅
子
を
押
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
車
椅
子
を
押
し
て
分

か
っ
た
こ
と
は
、
少
し
の
段
差
や
勾

配
で
も
、
か
な
り
の
力
が
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
普
段
何
気
な
く
過
ご

せ
て
い
た
こ
と
が
、
体
に
障
害
を
抱

え
る
こ
と
で
で
き
る
こ
と
、
で
き
な

い
こ
と
が
は
っ
き
り
分
か
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
私
は
父
と
母
と
三
人
で
出

か
け
ま
し
た
。
出
か
け
た
場
所
に
は
、

身
障
者
マ
ー
ク
の
駐
車
場
が
あ
り
ま

し
た
が
、
す
で
に
ど
こ
も
い
っ
ぱ
い

で
、
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
き
っ
と
駐
車
し
た
人
は
悪

気
は
な
く
、
空
い
て
い
る
か
ら
駐
車

し
た
く
ら
い
の
気
持
ち
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
会
場
内
で
も
、
身
障
者

用
ト
イ
レ
に
父
が
先
に
入
ろ
う
と
し

て
い
る
途
中
に
、
ま
だ
足
腰
の
丈
夫

そ
う
な
お
ば
あ
さ
ん
が
、
さ
っ
と
前

に
割
り
こ
み
身
障
者
用
ト
イ
レ
に
入

り
ま
し
た
。
出
る
時
も
、
待
っ
て
い

る
父
に
何
も
言
わ
ず
に
出
て
行
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
お
年
寄
り
だ
か
ら

我
慢
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
、
駐
車
場
と
同
じ
く

空
い
て
い
る
か
ら
入
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
父
み
た
い
に
、
本
当
に
車
椅

子
を
使
っ
て
い
る
人
に
は
大
切
な
ス

ペ
ー
ス
で
す
。
も
っ
と
皆
で
マ
ナ
ー

を
守
り
、
過
ご
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
少
し
の
気
遣

い
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
嫌
な
思

い
や
、
不
便
に
思
う
こ
と
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
が
、「
思
い
や
り
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
父

の
身
体
が
不
自
由
に
な
り
、
そ
れ
ま

で
以
上
に
家
族
に
優
し
く
接
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
、
こ
れ

を
先
に
手
助
け
し
た
ら
ス
ム
ー
ズ
に

い
け
る
か
、
何
を
し
て
あ
げ
た
ら
助

か
る
か
、
考
え
て
い
ま
す
。

  

最
近
、
身
障
者
マ
ー
ク
が
多
く
見

か
け
ら
れ
ま
す
が
、
見
過
ご
す
の
で

は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
人
が
利
用
す

る
の
か
思
い
浮
か
べ
て
み
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
の
気
持
ち

に
な
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

人
間
は
、
皆
平
等
に
生
き
る
権
利

を
も
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
父
の
よ

う
に
病
気
で
身
体
が
不
自
由
に
な
っ

た
人
や
、
生
ま
れ
つ
き
身
体
が
不
自

由
な
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
日
々
の

生
活
を
が
ん
ば
っ
て
送
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
し
て
、
周
り
の
人
は
そ
う

い
う
人
た
ち
を
応
援
し
て
ほ
し
い
で

す
。
励
ま
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

現
在
、
父
は
、
社
会
貢
献
と
社
会

復
帰
に
向
け
て
、
広
告
紙
で
ご
み
入

れ
を
折
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ご
み
入

れ
は
、
私
が
通
っ
て
い
る
中
学
校
で
、

給
食
の
時
に
飲
み
終
わ
っ
た
牛
乳
の

ス
ト
ロ
ー
入
れ
に
使
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
父
は
、
毎
日
、
広
告
紙
で

こ
つ
こ
つ
と
ご
み
入
れ
を
折
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
後
ろ
姿
を
見
る
た
び

に
、
私
は
心
を
打
た
れ
、
私
も
が
ん

ば
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

  

父
が
、
左
足
・
手
が
不
自
由
に
な
り
、

た
く
さ
ん
の
方
に
手
助
け
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
、
母
は
、
大
変
助
か
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
私
も
、
い
ろ
い

ろ
な
方
が
父
に
対
し
て
、
優
し
く
接

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
う
れ
し

い
で
す
。
父
は
、
不
自
由
な
身
体
に

な
り
ま
し
た
が
、
私
は
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
今
、
父
か
ら
学
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
が
私
の
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

私
は
父
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
父
が
元
気
だ
っ
た
こ
ろ
に
は
、

あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
健
康
に
対

す
る
意
識
や
身
体
が
自
由
に
動
く
こ

と
の
あ
り
が
た
さ
、
人
を
思
い
や
る

心
な
ど
が
芽
生
え
て
き
た
か
ら
で
す
。

ま
た
父
は
働
き
者
だ
っ
た
た
め
、
仕

事
が
休
み
の
日
で
も
み
か
ん
山
へ

行
っ
て
農
作
業
を
し
、
休
ん
で
い
る

姿
を
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
休
養
を
取
る
こ
と
の
大

切
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

　

障
が
い
が
あ
る
家
族
を
も
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
家
族
の
生
活
は

百
八
十
度
変
わ
り
ま
し
た
。
母
は
、

父
の
身
支
度
の
手
伝
い
や
食
事
の
準

備
を
す
る
た
め
に
、
今
ま
で
以
上
に

朝
早
く
起
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

祖
母
は
、
母
が
仕
事
に
出
て
い
る
日

中
、
父
の
様
子
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

姉
は
、
大
学
生
活
を
送
り
な
が
ら
も

私
と
母
の
こ
と
を
心
配
し
て
頻
繁
に

電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
を
と
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
私
も
学
校
に
い
る
時

や
外
出
し
て
い
る
時
に
は
、
父
の
こ

と
を
気
に
か
け
な
が
ら
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
日
々
を
送
る
な
か
、
母
は

い
つ
も
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
の
姿
は
大
切
な
こ
と
を
気
づ
か
せ

て
く
れ
ま
す
。
私
も
、
母
の
よ
う
に

笑
顔
で
毎
日
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
家
族
み
ん
な
が

幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
一
番
大

切
な
こ
と
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

私
は
「
言
葉
は
ま
ほ
う
」
だ
と
思

う
こ
と
が
あ
る
。
泣
い
た
り
、
笑
っ

た
り
す
る
の
も
言
葉
し
だ
い
だ
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
一
言
で
、
う
れ
し
く

な
っ
た
り
悲
し
く
な
っ
た
り
す
る
。

は
げ
ま
さ
れ
て
元
気
が
出
る
こ
と
も

あ
る
。
逆
に
、
良
か
れ
と
思
っ
て
か

け
た
言
葉
な
の
に
、
相
手
を
傷
つ
け

る
こ
と
も
あ
る
。

　

私
は
、
ま
だ
「
ま
ほ
う
の
言
葉
」

が
使
え
な
い
。
人
を
喜
ば
せ
た
り
、

元
気
に
す
る
言
葉
が
う
ま
く
使
え
な

い
か
ら
だ
。
私
は
「
ま
ほ
う
の
言
葉
」

が
使
え
る
人
に
な
り
た
い
と
思
う
。

伊
方
中
学
校　

三
年　

林　

多
花
子

「
車
椅
子
生
活
の
父
と
私
た
ち
家
族
の
幸
せ
」

平
成
28
年
度　

人
権
作
文
か
ら

伊
方
小
学
校　

六
年　

宇
都
宮　

和
華

「
言
葉
は
ま
ほ
う
」

平
成
28
年
度　

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
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町
見
野
の
花
句
会

俳
　
句

番
匠
句
会

三
机
句
会

　恒例として新春を飾る「伊方町新春俳句大会」を下記のとおり開催いたしますので、多数の投句と
ご出席をお願いいたします。

１．日　　時　　平成２９年３月１４日（火）１３：００～
２．場　　所　　中央公民館　２階　視聴覚室
３．投句の要領（兼題のみ）
　①投　句　数　　一人３句　自作未発表の雑詠、自由題
　②投句方法　　郵便はがき縦書き３句　住所、氏名、出欠席記入（必ず記入してください。）
　　　　　　　　※楷書で記入して、漢字にはふりがなを付けてください。
　③締　　切　　２月２８日（火）必着
　④宛　　先　　〒796-0301  伊方町湊浦　伊方町中央公民館宛
　　　　　　　　郵便又は伊方町中央公民館郵便受けへ投函して下さい。
　⑤参　加　者　　本町内の成人誰でも参加できます。
　　　　　　　　伊方町俳句連合会句会員・瀬戸地区、三崎地区の俳句会員趣向者
　⑥会　　費　　３００円

　お問い合わせ　伊方町中央公民館　電話３８－１０２０

平成２9年（第２9回）伊方町新春俳句大会のご案内平成２9年（第２9回）伊方町新春俳句大会のご案内

上　
口　
久　
志

岩　
見　
愛　
子

川　
縁　
秀　
子

岩
井
フ
ミ
ヱ

得　
能　
悦　
子

井　
上　
敦　
子

得　
能　
利　
子

西
山
美
津
子

大　
野　
律　
子

安　
田　
増　
子

長
谷
美
久
仁

髙
地
瑠
美
子

結　
城　
励　
子

溝　
口　
明　
美

柏
村
ヨ
シ
子

佐
々
木
サ
チ
子

佐
々
木
忠
雄

初
詣
笑
う
門
に
は
福
が
つ
く

片
言
の
年
賀
う
れ
し
き
初
電
話

凪
渡
る
釣
船
遠
く
初
景
色

晴
れ
渡
る
岬
に
年
の
改
ま
る

雑
煮
炊
く
昔
な
が
ら
の
具
だ
く

さ
ん

し
し
舞
の
音
の
み
ひ
び
く
駅
通

り鏡
餅
互
角
に
孫
と
腕
相
撲

冬
う
ら
ら
爺
の
白
髪
は
婆
が
刈

る柏
手
は
夫
に
合
わ
せ
る
初
詣

新
年
の
干
支
の
色
紙
を
玄
関
に

宇
和
海
の
輝
く
初
日
拝
し
け
り

独
り
住
む
床
間
大
き
鏡
餅

い
と
し
ん
で
つ
く
し
続
け
て
年

明
け
る

立
春
や
枯
野
を
渡
る
草
も
み
じ

街
角
の
つ
わ
一
株
が
人
目
ひ
く

か
っ
ぽ
う
着
を
は
ず
し
て
孫
と

初
詣

初
詣
か
し
わ
手
ひ
び
く
鎮
守
様

か
し
わ
で

し
ら
が

は
つ
も
う
で

ち
ん
じ
ゅ


